
 

 

 

 

  

 本校では、令和２年度からコミュニティ・スクールを導入しています。コロナ禍には、協議会の開催がまま

ならない状況が続きましたが、ようやく昨年度から計画通り協議会を実施することができるようになり、実質

的な協議会活動がスタートしました。 

今年度は、６月に第１回、１１月に第２回協議会を開催し、地域の皆様と学校の課題の共有、

討議を行いました。２月中旬に３回目の協議会を予定しています。 

また、今年度は、新篠津村議会議員や新篠津村商工会理事の皆様に

学校を視察していただくこともできました。本協議会を中心にして、地域の皆

様とともに発展する学校としてより一層、地域との連携を拡げ、深めてまいり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

▶ 地域での販売活動･イベント 

○空き店舗を活用しての実習品販売。 

○販売会を増やす。たくさん売る。 

○自治センターでカフェをしてほしい。 

○地域のコミュニティの場をつくり、いろんな活動報告、販売を通じて生徒とも地域の方も知り合う。 

○使用していない倉庫を改装中。夜間は塾に貸す予定。昼間は、地域コミュニティの場としてカフェを行いたい。昼は、

生徒がカフェを開き地域の方が集う。夜は、地域の子ども達やイベントなどで利用するスペースとして活用してほしい。 

○コーヒーカフェは是非実現させよう。村として応援支援検討！ 

○飲食店を生徒・地域で共同運営。昼は生徒、夜は地域の方。 

○米を使って新商品を販売（村とコラボ）。 

○寄宿舎でモルック大会をしてはどうか、村でも行なった。 
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学校運営協議会事務局 

第１回学校運営協議

会 
６月１４日（金） 10:00～11:30 本校視聴覚室 

校長から学校経営方針について、各担当から生徒会活動やいじめ対策、寄宿舎活動、地域との連携状況

などについて、委員の皆さんに説明をしました。また、校内を見学し生徒の活動を直接見ていただきました。 

第２回学校運営協議

会 
１１月２０日（水） 10:00～11:30 本校視聴覚室 

校長から学校経営状況について、進路担当から進路指導の状況について委員の皆さんに説明。また、生産

技術科のコーヒーを試飲していただきました。 

その後、２班に分かれ、「生徒による貢献」「教職員による貢献」「地域との交流」「地域資源の活用」のキーワ

ードを念頭に『地域とともに発展する学校の在り方』のテーマで討議を行いました。たくさんの素晴らしいアイディア

が出され、両班ともに盛り上がった討議となりました。 

討議の場で出された主な意見・アイディア等 

第１回・第２回 各回の内容 



▶ 地域機関との交流・貢献 

○イベントの際に各関係機関の皆様と一緒に活動（人手不足解消。コミュニティのつながりが強くなる）。 

○地域の保育所との交流。支援級との交流、小学校、中学校との交流があると良い。 

○ふれあいの苑では、受託事業で独居高齢者宅の除雪を行っているが若者の手が足りない。除雪を行っている人も

高齢なのが実情。これを高等養護の生徒に手伝ってほしい。 

○力仕事のお手伝い。雪かきのお手伝い。 

○文教大学でモルック大会が行われた。木工科で製品とするのはどうか。 

○単発的な取り組みから定期的な取り組みへ。最後に生徒が直接褒められる場面を作りたい。 

▶ 地域リソースの活用 

○使っていない畑を使用して本校の生徒が作物を育てる。 

○天文台の利用。 

○イエローレシートの活用。 

▶ 地域への発信・理解促進・学校リソースの活用 

○村民により広く生徒の活動を知ってもらうために公共施設内に活動写真などを掲示。 

○生徒の作品を自治センターに展示。郷土芸術祭にも参加してください。 

○学校開放の取り組みの工夫を。作業学習の見学、体験。学校給食体験などで村民が興味を持てるように。 

○学校の中にカフェを作ってください。（毎週金曜日の 10::00～11:00 とか） 

○啓発活動。演劇部公演を年２回などの公開。 

○特別支援学校は、一般の方は、どのような学びをしているか知る機会がないため見学をしてもらう。 

○村の人に来てもらって作業体験。 

○教員のなり手が減っている。学校行事の案内を大学に、大学から学生に周知することで一助となると考える。 

○生徒、職員が地域に出向く。また、地域の方々に学校に来てもらい知る機会を設ける。 

○先生たちに講演会をお願いしたい。（体験会も） 

○高等養護学校職員の技術の活用。 

▶ 進路活動・現場実習 

○様々な職種を村内で見学できると良いかもしれない。１学年で行えると良い。 

○新たな実習先を・・。 

○村の企業で、木材会社は、事業を知って欲しいというニーズがある。 
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